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NEXCO西日本 大分高速道路事務所の情報発信広報紙『かぼすロード』
創刊にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
当事務所では、保全事業で大分県内の高速道路の大分自動車道（E34)の
日田ICから日出JCTまでの63.2ｋｍ、東九州自動車道（E97)中津ICから佐
伯ICまでの103.1ｋｍ及び日出バイパス9.0ｋｍの合計175.3ｋｍの維持管
理などを担当しています。建設事業では東九州自動車道における暫定2車線
(対面通行)のうちの4か所につきまして、防災・減災、安全性・走行性の向上、
産業・経済・文化の発展のため、4車線化事業を行っています。また、佐伯弥生
PA(下り)においても、新設事業を実施しています。
各事業進捗やトピックスなどを『かぼすロード』にて配信して参ります。
安全第一に工事等を行い、4車線化事業においては早期完成を目指し
「しらしんけん」取り組んで参りますので、引続き、皆さまからのご理解・ご協力と
温かいご支援をお願いいたします。
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高速道路のご利用に関する内容
（大分社屋）
〒870-0879
大分市大字金谷迫字塚田1438
TEL 097-546-8061

4車線化工事に関する内容
（府内社屋）
〒870-0021
大分市府内町3-4-20大分恒和ビル5階
TEL 097-510-5620

24時間全国高速道路の道路交通
情報を提供しています。出発時間
走行ルート、休憩などの走行計画に
お役立て頂き、安全･快適に高速
道路や休憩施設をご利用ください。
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府内社屋は東九州自動車道の4車線化事業及び熊本震災復旧・耐震事業を担当しています。
４車線化及び耐震事業を行うことにより、交通安全・災害における緊急輸送路として以下のことが期待されます。
・対面通行による暫定2車線区間は、4車線区間に比べて交通事故が発生した場合、死亡事故となる割合が
高くなっています。4車線化により、中央分離帯を設置し上下線が分離されることで、対向車線への飛び出しを
防止し、安全性が向上されます。
・異常降雨等によるのり面崩壊等の災害時において、対面通行となる
暫定2車線区間では、復旧工事がすべて終わらなければ通行する車線
を確保することが困難なことから、通行止めが⾧時間必要になります。
4車線区間では、被災した側の車線の復旧工事を行いながら、同時に
反対側の車線を対面通行運用するなど、車線を有効に活用することで
災害時の迅速な交通確保などが可能となります。
この他、地域活性化、物流効率化及び定時制・信頼性のさらなる向上
等も期待されます。

工事期間中において、高速道路本線では縮小路肩規制を行い、
一般道では工事用車両の往来が増えることになります。お客さま及び
地元地域の皆さまを最優先とし、安全第一で工事を進めて参りますので
引続き ご理解・ご協力のほどお願いいたします。香下トンネル(宇佐IC側)

供 用 線
新設路線

臼杵トンネル(大分宮河内IC側)

大分宮河内IC～津久見IC間４車線化事業 完成イメージ宇佐IC～院内IC間４車線化事業 完成イメージ

新設路線
供 用 線

【 お 問合 せ先 】

大分社屋は高速道路の維持管理及び佐伯弥生PA(下り)新設事業等を担当しています。
管理区間の特徴とし、日出JCT周辺を中心に別府湾沿いに発生する霧対策、冬期間は日田ICから別府ICま
での雪氷対策があり、この気象の変化で安全な運転環境が確保できないため通行止めが多頻度生じます。
路面状況や通行止めに関する情報は常時提供していますので、お出かけの際はご利用ください。
【インターネットで「大分 霧 雪」又は「iHighway」で検索】

東九州自動車道では対面通行(暫定2車線)区間があり、当該区間の維持管理には計画的な本線通行止め
で点検や補修工事等を行う必要があります。直近では、令和4年10月3日～1９日(土日祝を除く)で大分県
北部、令和4年10月25日～11月17日(土日祝を除く)で大分県南部の夜間通行止めによる工事を実施しま
した。期間中は、う回路のご利用などご迷惑をお掛けしましたが、工事へのご理解とご協力を頂きましてありがとうご
ざいました。今後も安全・安心な走行環境の確保のため、良好な道路管理に努めて参ります。
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